
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究や研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 小中一貫教育の視点 

○個に応じた指導の充実 

・習熟度別指導の充実、学

力向上支援講師の活用 

・スモールステップで構成

した学習カードの活用 

・タブレットを活用した授

業 

○体験活動や学習支援ボラ 

ンティアの積極的な導入 

○週ごとの指導計画等を活

用した意図的・計画的 

指導の徹底 

○授業改善推進プランの改

善・充実 

○授業時数確保の工夫 

・Ａ時程、Ｂ時程、Ｃ時程

の設定 

○学校行事等との関連を図

った学習単元の工夫 

○年２回の読書旬間の設定 

・全校朝読書時間の実施 

・図書室利用時間の拡大 

○ICT 教育の充実 

○発達段階に応じたスポー

ツの意義や価値に触れる

指導の充実 

○低・中・高学年・専科の

４分科会構成による研究

授業の実施（年間６回） 

○各学年における「道徳の

授業力」を高めるための

工夫 

○指導教諭の模範授業の積

極的な参観と報告会の実

施 

○授業研究会への外部講師

の招聘 

○新規採用者等の校内研修

を活用した全教員の授業

公開・相互交流の実施 

○通知表の改善 

・各教科の観点別学習状況

の評価項目の確認・改善 

・各教科の観点別学習状況

の評価規準の確認・改善 

○指導と評価の計画の作成 

・全教科・全単元の指導計

画・評価計画の作成 

○学習のＰＤＣＡサイクル

を学期毎に繰り返し、学

力の定着・向上を図る。 

○年間７回の学校公開と道

徳授業地区公開講座等の

実施 

○学校評議員会・学校関係

者評価委員会の活用 

○地域連携事業としてコー

ディネーターによるゲス

トティーチャーや学習支

援ボランティアの積極的

な導入 

○「つなごう 手と心」の

石神井特別支援学校との

交流学習・体験学習の推

進 

○年間２回の校区別協議会 

における協議内容の活用 

○小一問題解消に向けた幼

保との連携 

○関北小・関中とのあいさ

つ運動や関中ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ等

での積極的な交流の実施 

○６年生の関中学校・上石 

神井中学校への学校訪問 

や出前授業等の体験授業 

○中一ギャップ解消に向け 

たアンケート調査と分析 

を基にした課題改善カリ 

キュラムの作成 

学力向上を図るための全体計画 
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【関係法令等】 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

・東京都教育委員会教育目標 

・練馬区教育委員会教育目標 

【学校の教育目標】  

子供たちが、心身ともに健康で、知性と感性に富み、

国際社会において尊敬と信頼を得られる豊かな人間性と

たくましさを培うことを願い、次の目標を設定する。 

「心豊かでたくましい子を育てる」 

〈教育目標具現化のための具体的目標〉 

◎思いやりのある子 

○すすんで学ぶ子 

○さいごまでやりぬく子 

○じょうぶな体をもった子 

【学校経営方針の学力向上にかかわる要点】 

教育目標を達成するための基本方針として、基礎・基本の定着と学ぶ意欲の向上を図る。 

○学力調査の実施・分析に基づき、児童一人一人の課題とその解決方法を明確にし、授業改善を推進する。 

○基礎的・基本的内容を確実に定着させ、資質や能力の伸長に努める。 

○自ら学び・考え・判断し、表現できる能力や行動する力を培う。 

また、特色ある学校づくりに向けて、生きる力を育む授業を創造し、確かな学力を身に付けさせる。 

○授業内で「わからない０」の取組を推進し、確かな学力の定着と向上を図る。 

○保護者・地域社会と連携しながら、生きる力を育む授業を創造する。 

令和４年度 

 

○豊かな関わり合いを重視

し、地域の人材や環境を学

習活動に生かす。 

○計画的・継続的な体験活 

 動や多様な学習活動を通 

して、自ら問題を解決す 

る力を育て、自己の生き 

方が考えられる児童を育 

てる。 

本校における「確かな学力」 

「小学校における教育は、生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的

な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために

必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組

む態度を養うことに、特に意を用いなければならない。」〈学校教育法第３０条②〉 

本校では学習指導要領に示された基礎・基本を重視し、次の資質や能力を育成

する。 

 

○学習指導要領の理念の具

現化を図り、指導内容の明

確化と計画的指導を推進

する。 

○児童の実態や発達段階を

正しく捉え、それに基づい

た教材・指導方法を工夫す

るとともに、学習過程を大

事にし、児童の意欲的な学

習活動を促す。 

 

各教科・外国語活動の 

指導の重点 

総合的な学習の指導の重点 

 

○自分のよさや能力に気付かせるた

め、特別活動の学級活動を要とし

つつ教育活動全体を通じて、自己

の可能性を追究する態度を身に付

けさせ、自己実現を目指す。 

進路指導の重点 

○基礎的・基本的な知識

及び技能の習得 

〇思考力、判断力、表現

力などの育成 

〇主体的に学習に取り組

む態度の涵養を目指す

教育の充実 

 

 

○児童の自己指導能力を高めるた

め、月ごと、週ごとの焦点化した

目標を設定し、全教職員の共通理

解の基指導を進め、よりよい人間

関係を形成する生活習慣の定着を

図る。 

生活指導の重点 

 

○集団や社会の形成者とし

ての見方・考え方を働か

せ、様々な集団活動に自主

的、実践的に取り組み、互

いのよさや可能性を発揮

しながら集団や自己の生

活上の課題を解決するこ

とを通して資質・能力を伸

ばす。 

 

○全体構想図に基づき、教 

 育活動全体を通して道徳 

教育の充実を図る。 

○年間計画を基に授業を充 

実させ、児童の道徳的心 

情を豊かにするとともに 

道徳的判断力を高め、実 

践意欲の向上を図る。 

○道徳授業地区公開講座を 

開き、道徳教育の在り方 

や家庭・地域社会との連 

携などについて、相互に 

理解を深める。 

道徳教育の指導の重点 

特別活動の指導の重点 

【児童の実態】 

・読書が好きな児童が多い。 

・学習を振り返る習慣がある

児童が多い。 

・思考・判断にかかわる学習

を苦手としている児童が

多い。 

・基礎学力に課題のある児童

がいる。 

【保護者・地域の願い】 

 

※新型コロナウイルスの影響により計画変更あり。 

基本的な生活習慣・学習習慣 

読み・書き・計算 

各教科等で身に 

付けさせたい基礎・基本 

学んだ 

ことを生活や 

学習に生かす力 

＝確かな学力 


